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第2学年3紐美術科学習指導案

1 学習のくくり「日本の美を伝え合おうJ (1 4 a寺間)

2 共通テーマを軸とした教科カリキュラムの構想図

美容tj科3年間でめざす姿

指 導 者 麗 陪 誠司

自他の生活をより美しく感動あるものにしていくために，創造活動の喜びを味わうとともに，豊かな感

性や美術の基礎的な力を身につけたり，美術文化についての理解を深めたりすることで，美術を愛好する

心情と豊かな情操を身につけようとする生徒

美術科3年間の共通テーマ

表現力を高めたり，美しく豊かに表現されたものにふれて感動する感性を磨いたりしながら，美術に対

する理解を深めることによってたどり着く，美術の魅力とは

上段:学習のくくり名 下段:共通テーマ

一-J 自己を見つめる白から El--t 
L四回目白山田四四四山田四回目』

① 1 3歳の私(1年生)

自分の個性を美しく豊かに表現すること

の意義とは

②色と形を使った豊かな表現(1年生)

色や形がもっ表現のための特性を活用しながら，

表現意図を伝えていく意義とは

EJ 他者や社会，自然を見つめる目から l 

: I③伝承される技(1年生)

I I伝統的な工芸やデザインを継承する意義

: I とは

④ 日本の美を伝え合おう (2年生)

美術の「チカラJ(3年生)

「美術の『チカラ ~J とは。その意義とは

⑦ 1 5歳の私 (3年生)

他者や社会，自然とよりよくかかわる自己のあるべき姿を美しく豊かに表現し，互いに認め合う

意義とは

l____四....岡田四四四

表現力を高めたり，美しく豊かに表現されたものにふれて感動する感性を磨いたりしながら，

美術に対する理解を深めることによってたどり着く 美術の魅力とは
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3 学習のくくり「廃材から生まれる美Jについて

( 1 )学習の構想表

------一 育成する資質・能力の要素と

学習活動 ------一 階層レベル

任盤蓮は本時の学習場面) 一-------
《共通テーマと共通課題の理解》

01ねじブロック」を使って自由に形をつくりだす活動を通し
3 

て，制限のある中でも美しさやおもしろさを表現したり味わ

ったりすることができることを感じ取る。また，できあがっ i 1 3 1 -1 2 

た作品を鑑賞し合うところまでの活動を客観的に振り返り，

一連の表現と鑑賞の活動の中にある特徴を考えることで，共 4

通テーマや共通課題を理解する。(本時2/2)

議合101ものをつくりだそうとする人間の本能的な欲求Jについて

謝 理解するとともに，鑑賞者や社会伴品からどのような影響
停1 ~'~_/， ~-- ~.-， ~~---:-::.._'~~'Y，" "~，:Y_ ~- -~~_.~::.~~ 1 3 

響迭i を受けるのかといった「美術のメカニズム」についてグルー

ょと| プで話し合い，発表し合う。(1 ) 

2竪101おもしろい作品J 1感動を与える作品J 1よい作品Jなど

? I~ 裂| に見られる特徴について， 1ねじブロックJの級友の作品全 3

b[4l 体を見ながら自分なりに考察し，発表し合う。 (1) 

33|か針。持参した廃材の「材質J 1光沢J 1形J 1硬度」などに注目

更131i しながら魅力や特徴を発見し，何かの形に「見立てるJこと

三|号撃| ができる可能性を探ることで，素材に対する理解を深める。 12 1 2 1 31-1 2 121 2 

時| また，廃材を組み合わせることで新たに生まれる魅力や見立

弓| てについて語り合い，素材がもっ可能性を探る。(1 ) 

会葬10廃材の材質や設置面積，接合の角度などに合わせた適切な接 I1 I 1 

伊| 合方法を学ぶ。(1 ) 庁下2I 2 

《追究課題の設定》

O共通読も題を受けた追究課題の設定(1 ) 

つかむ学習で学んだことを生かし，どのような作品をつくり

あげるのかを明確に意識した追究課題を設定する。

《追究活動~~交流活動》
3 I 3 

0完成作品のイメージを大切にしながら，素材の特徴を生かし I ' J  I _ I I _ I 
f-----I 3 1 -1 3 I-----j 3 

たり適切な接合方法を選択したりして「廃材アート」作品を 1 I -1 I -I 
I 4 I I 4 

制作する。 (5) I -r I I 
《交流活動~~振り返りの記述~~振り返りの記述の交流》

。完成作品を相互鑑賞したりこれまでの学習を振り返ったり

して，共通テーマに対する自己の最適解をまとめる。(1 ) 

O最適解についての交流を通して考えを深めたり広げたりす

る。(1) 

ガ
イ
ダ
ン
ス

(2)

追
究
す
る
学
習

(6)

つ
な
げ
る
学
習

(2)

【期待する生徒の表れ}

-素材の特徴を生かしながら効果的に組み合わせ，おもしろ

さや魅力がある「廃材アートJの作品をつくりあげたり，

それらの作品のよさを自分なりに明確にとらえながら味

わったりしている。

-美術作品を制作したり鑑賞したりする意義について，自分

なりに見いだし，その価値を実感している。 など

意
一
回
追
究

f
一
回
興
・
関

レ
田
直
ほ

対一回曜
一
回
認
知

識
一
回
方
法

知
「
骨
広

2 

2 

3 

21-121313 

21-121212 

-1 2 1 2 1 2 

3 31-131313 

4 41-121314 
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(2)本学習のくくりでめざす生徒の姿とその姿に迫るための具体的な手だて

本学習のくくりで扱う題材は，捨ててしまう廃材を集め，それらを組み合わせながら「美」を生みだすこと

に挑戦していくものである。その過程の中で，生徒の廃材を見る目は変わっていく。それまでの自分の認識の

範囲を超えた領域にまで考えを巡らせることが，新たな価値を生み出すことにつながっていくことを，生徒は

体験を通して実感していく。

作品に初めて出会った時の感動は美術の魅力そのものであり，生徒はそのような感動を与えたり味わったり

する経験を授業の中で繰り返し，その意義や価値を少しずつ見いだしていく。本学習のくくりで扱う題材は，

この「作品との出会いの感動Jを強く実感できるという特徴をもっている。また，制作の段階においては，生

徒が幼少期の遊びゃ小学校での造形遊びなどの中で感じていた「純粋な創作意欲Jを思い起こしながら，夢中

になって素材に触れ実際に手を動かして試行錯誤を繰り返すことができるという特徴もある。夢中になって

制作に取り組んだり 完成した作品を見て感動を味わったりする一連の活動を客観視させることで，美術とい

う文化の本質や特徴に気づかせながら，美術の魅力を実感させていきたい。制作過程の中で，生徒は発達段階

に応じた見方・考え方を生かしながら，廃材の形や材質などの特徴を生かし，美しく魅力的な作品づくりをめ

ざしていく。廃材を接合したり加工したりする経験が少ない生徒にとっては難しい作業になることが予想され

るが，道具の正しい使い方を学んだり適切な方法や材料を選択したりしながらイメージを具体化させていける

よう，支援していく。これらの活動を通して，人間がものをつくりだすこと自体の意義や価値についても考え

させ，自分なりの考えをもたせていきたい。

そこで，本学習のくくりでめさす生徒の姿を次のように設定する。

常識や既成概念にとらわれずにものごとを見つめ，そのよさを発見しながら有効に活用し，魅力的に表

現する発想を生みだし 完成作品のイメージを実現するための手だてを考えだしたり身につけたりして力

強く表現するとともに それら一連の活動に意義や価値を見いだせる生徒

本学習のくくりでは，上記のめさす生徒の姿に迫るために，次の学習活動に取り組ませる。

まず，ガイダンスにおいて，教材「ねじブロックJを使い，様々な形のネジやパーツを組み合わせた作品づ

くりに取り組ませる。「ねじブロックJは，部品開士の接合は容易で，部品を別の物に見立てたり実際に手を動

かしながら制作に取り組んだりする中で，この後の廃材を使った作品制作の特徴を手軽に味わうことができる

教材である。加えて，共通テーマや共通課題を提示することで，最適解についておぼろげながらに理解させる。

さらに，学習計画表を示すことでこの後の学習活動の見通しをもたせる。

主体的な学びを実現させるために大きな障害となるのは，生徒の苦手意識である。本題材のように写実性を

求められない立体的な作業には，苦手意識をもたずに取り組むことができると考えられる。また，実際に手を

動かしながら試行錯誤を繰り返して活動していく中で，材料と向き合う時間が確保されることからも，本題材

は主体的・対話的な学びを実現させやすいと言える。廃材を組み合わせる作業には適度な困難さが伴うが，生

徒が思い描いたイメージの具体化を実現させる知識を身につけさせたり， Iどういった作品に感動があるのかJ

をつかませたりした上で制作に取り組ませていく。これらの支援により，生徒自身が納得できる作品をつくり

あげさせ，充実惑を味わわせるとともに美術の魅力や価値を実感させていく。これは，次の制作活動への意欲

を高めるだけでなく，本学習のくくりの共通テーマに対する最適解にも直結しているものである。生徒は，学

習過程の様々な段階で，他の生徒と相互交流を行ったり廃材の物々交換の交渉を行ったりしながら対話的な学

びを繰り返し，共通テーマや共通課題に迫る。このように主体的・対話的な学びを実現させることで，生徒に

教科固有の見方・考え方を身につけさせていく。この過程の中で，教師が生徒の表れを的確に見取り，適切な

支援や投げかけをしていくことで，生徒を深い学びに誘い，学ぶ喜びを実感させたい。

また，学習計画表の，学習内容のまとまりごとに共通テーマに対する気づきのメモを記入させ，自分なりの

考えを深めさせることで最適解を見いださせる。

(3)本学習のくくりの共通テーマと共通課題

共通テーマ

(本質的な問いの|素材がもっ美しさやおもしろさを引き出し，豊かに表現する意義や価値とは(レベゆ

階層レベル)

共通課題 廃材を組み合わせて 美しく魅力的な作品をつくりだす中で，その価値を見いだそう。

4 本時について(本時2/14)
( 1 )本時の目標

{鑑賞の能力)

立体造形の表現特性にもとづき，素材の特徴を生かしたり素材の組み合わせによる見

立てを用いたりしながら，美しく魅力的に表現し相互鑑賞する過程で，一連の表現と

鑑賞の活動の意義や価値を自分なりに見いだすことができる。

支B31.区B41x応三1.IE21) 
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(2)学習過程

鯵生徒の活動 ※期待する生徒の表れ -指導上の留意点。支援く〉評価

思い出し，再現を試みる。

警察前時で制作した「ねじブロックJの作品を 1 ・自分がっくりだしたものを正確に再現することが，容易

なことではないことを意識させるような言葉かけをする 0

・正確に再現できなくても，今回出来上がった作品にも独

自のよさがあり，一回一回の作品づくりの機会で出来上が

った作品には唯一無二の価値があることを伝える。

撃参学習課題を確認し，本時の見通しをもっ。

美しく魅力的な作品に出会い 感じたり気づいたりしたことをまとめよう。
11 

建議前持も含めたここまでの学習で，感じたり

気づいたりしたことをまとめる。

「ねじブロックJの作品を相互鑑賞し，自

分が美しさや魅力を感じた作品を選び， 1"い

いね!Jカードを机上に置く。

-完成した作品と，前時の作品の写真を見比べさせながら，

感じたり気づいたりしたことを考えさせる。

0感じたり気づいたりしたことを書きだせない生徒には，制

作している段階や作品の再現を試みている段階など，それ

ぞれの作業の最中にどのようなことを考えていたかを思

い出すように助言する。

-作品のタイトルに注目しながら，学級の生徒全員の作品

を鑑賞するよう指示する。

・「いいね!Jカードに，その作品をょいと思った理由を簡

潔に記入するようにうながす。
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選参本時の学習を振り返り，共通テーマについ

て考えたことや気づいたことを学習計画表

の「気づきのメモJに記入する。

く〉本時の目標について ※印のような生徒の表れが見られ

たか。
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